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1.研究背景

1980 年から 36 年間、中国では「一人っ子」政策が実施され、伝統的な家族構造が急速

に変化した。2021 年に発表した第 7 回中国の人口調査データによると、1982 年からの 38

年間 1世帯当たりの人数は平均で 1.79 人少なくなった。2015 年には、中国の一人っ子は

2億 2500 万人に達したと推測されている。2016 年から「一人っ子」政策を廃止したにも

かかわらず、将来的には低い出生率にとどまるリスクがあり、数多くの一人っ子世帯は一

定期間保持される。第一世代の一人っ子の親が定年を迎え、高齢期の段階に入る一人っ子

の親の規模は今後さらに拡大する。一人っ子の親の高齢化が進み、中国は一人っ子の親の

介護ピークを迎えつつある。

高齢化の一層の進展により、一人っ子世帯の増加を背景に、高齢者の介護負担は増大の

一途をたどっている。そこで、人口の少子高齢化が急速に進むという重要な時期に、一人

っ子の親世代が将来の介護ニーズに対する準備を研究することは重要である。

2.研究目的

本研究では、一人っ子世帯の親を対象に、一人っ子の親世代が日常生活活動を自立して

行えなくなったときの計画を立てるために行う態度、思考、行動という介護ニーズへの準

備状況を把握した上で、今後の介護に向けて個人がどのような準備活動をしておけば、介

護生活の適応や介護生活を安心して過ごすことができるのかを検討することを目的とす

る。

3.研究方法

広州市茘湾区および逢源街道在住の 50〜69 歳までの一人っ子世帯と多子世帯の親を研

究対象としてアンケート調査を実施する。主に基本属性、介護ニーズへの準備状況、親孝

行への期待について調査を行なった。将来の介護ニーズへの準備尺度は、5 因子(自覚、

介護への回避、情報収集、意思決定、 具体的計画）15 項目によって構成され、親孝行へ

の期待尺度は、感情的期待、道具的期待、接触的期待、情報的期待の 4 因子 16 項目で構

成された。回答結果は単純集計、クロス集計、ロジスティック回帰分析を行い、統計解析

を行った。

調査期間は 2023 年 9 月〜10 月であった。

倫理的配慮：本研究は桜美林大学研究活動倫理委員会によって承認された(承認番号

23013)。

4.研究結果

4.1 対象者の概要

本研究において、一人っ子の親世代と多子の親世代の人口統計学的特徴には顕著な差が

見られた。多子の親子世代に比べ、一人っ子の親子世代の年齢は低く、夫婦のみの世帯が

多く、学歴が有意に高く、経済的な暮らし向きで「家計にゆとりがあり」の割合がやや高

く、介護保険に対する認識が高い傾向がみられた。

4.2「将来の介護ニーズへの準備」各要因の比較

「介護への回避」では、世帯、年齢、最終学歴との有意差が認められた。女性、介護経

験がある人、介護サービスを認識している人、介護保険を認識している人、経済的な暮ら

し向きに「ゆとりあり」の人、接触的親孝行を期待する人、情報的親孝行を期待する人は、
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将来起こりうる介護の必要性を考えたことがある人が多かった。介護保険を認識している

人、介護サービスを認識している人、経済的な暮らし向きに「ゆとりあり」の人、道具的

親孝行を期待する人、接触的親孝行を期待する人、情報的親孝行を期待する人は、介護支

援やサービスに関する情報を収集した割合が高い傾向がみられた。「意思決定」では、世

帯、介護サービスについての認識、経済的な暮らし向き、接触的親孝行、情報的親孝行へ

の期待は有意確率 10%未満で有意水準に至らなかったが関連する傾向が認められた。「具

体的計画」の高得点群と低得点群の割合に差があった項目は世帯、経済的な暮らし向き、

介護保険及び介護サービスの認識、接触的親孝行への期待だった。

4.3「将来の介護ニーズへの準備」に関連する要因

一人っ子の親世代の年齢が高いほど介護回避傾向が強まることが示されている。女性、

介護保険を認識している人は、将来の介護リスクに注意を払う割合が高かった。介護経験

がない、経済的な暮らし向きにゆとりがない人の方が自覚得点が低かった。接触的親孝行

を期待することが「情報収集」と関連していた。現在の住まいで受ける介護サービスを認

識している人は、具体的な介護準備を行う割合が高かった。経済的な暮らし向きにゆとり

がない人の方が介護準備を進める割合が低い。

5.考察

本研究では、広州市の一人っ子の親世代と多子の親世代の将来の介護ニーズへの準備状

況を調査した。2つのグループには共通点と相違点が見られた。介護経験、サービスにつ

いての認識、将来の介護ニーズへの準備への自覚、情報収集、意思決定については、グル

ープ間の差は見られなかった。しかし、一人っ子の親世代は若く、夫婦のみの世帯が多く、

学歴が有意に高く、経済的な暮らし向きの「家計にゆとりがあり」の割合がやや高く、介

護保険に対する認識が高いことがわかった。

一人っ子世帯において、年齢が高いほど、介護の選択肢が限られ、介護準備の有効性を

否定する可能性がある。したがって、できるだけ早い段階でより明確な介護プランを立て

られる支援が必要であると考えられる。また、柔軟な計画を立てることは、自分の人生を

コントロールしたいという願いと、将来の不確実との間の矛盾に対処する方法である。準

備を可能にする資源をより多く利用できる個人が、計画の有用性を認め、計画を立てる可

能性が高いと考えられる。したがって、経済保障、生活保障という二つの側面から、将来

の介護生活に対して計画を事前に立てるべきだ。

同時に、本研究の結果は、一人っ子世帯の親と多子世帯の親の両方において、子どもか

らの接触的親孝行への期待は依然として非常に強いことを示している。そのため、親との

接触頻度を増やし、親の生理的・心理的悩みを常に気にかけることの重要性が示唆された。
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